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Ⅴ





計画の効果的な推進　　





計画の効率的な推進と進行管理





議会報告・公表


自己評価


環境白書で公表





議会報告・公表





施策評価レポートを作成





有識者からの意見も聴取し、目標の達成に向けた施策の実施効果の検証と、今後の進め方について検討





府民に公表し、


意見を募集





環境総合計画に反映し、必要に


応じて部分修正





複数年毎の見直し手順





将来像


基本方針











施策評価








施策の見直し








施策の推進





環境総合計画





環境施策全体











連動





整合





連動





複数年毎サイクル





毎年度サイクル





施策改善





次年度予算編成に反映





Plan





Do





Check





Action





Planning





Plan





Do





Check





Action








施策の見直し





反映








講じようとする施策








施策の推進


事業の実施








環境の状況


講じた施策








環境施策の進行管理関するPDCAサイクルの概念図











【毎年度のサイクル】


■大阪府が講じようとする施策、講じた施策及び施策を実施した後の環境の状況を報告します。


大阪府環境基本条例に基づき、年度当初にその年度の「環境の保全等に関して講じようとする施策」を、施策の実施後に「環境の状況及び講じた施策」をそれぞれとりまとめ、府議会に報告します。また、「環境の状況及び講じた施策」については、環境審議会にも報告し、意見聴取を行うとともに、その結果は毎年、大阪府環境白書で公表します。





【複数年（3～4年）毎のサイクル】


■施策の実施に要したコストと得られた効果の検証を行います。


急速な社会経済情勢の変化に柔軟に対応するとともに、施策のより効率的、効果的な実施を図るため、複数年毎（概ね3～4年を目処）に計画に掲げた施策の方向や主な施策等の実施効果の検証を行い、有識者等からの意見も聴取し、必要に応じて環境総合計画の修正を行います。





■評価を行う際は、可能な限り得られた効果を数値化し、施策の効果性、効率性を追求します。


　　評価を行う際は、施策推進に係る費用と得られる効果について、客観的に評価が出来るよう、数値化に努めます。また、環境施策には多様な効果があり全てを数値化することは困難であることから、定性的効果についても併記していくこととします。





■評価資料を公表し、広く府民の皆様のご意見を頂き施策の見直しに反映していきます。








講じようとする施策





環境の状況並びに


講じた施策








大阪府環境白書
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